目的　

書式を守ることは編集の労を軽減することにつながります。

皆さん、書式を守ってください。

１）余白は、上は25ミリ、下は30ミリ、左右は25ミリです。

２）本文の字の大きさは10.5ポイント程度です。臨機応変に見出しをつけてわかりやすくしていただいて、結構です。

３）1枚目の本文の字数は22文字、行数は33行です。2枚目の本文の字数は22文字、38行に設定してありますが、大きく逸脱しない程度であれば、多少変更していただいても結構です。
４）ページ番号は打たないでください。

５）この例では「目的」、「方法」、「結果」、「考察」、「引用・参考文献」という見出しを付けましたが、必ずしもこれに従う必要はありません。
方法　

締切は厳守しましょう。

締切は4月10日です。

提出は完成原稿をそのまま郵送していただくことと、完成原稿をフロッピーで郵送していただくことの2点でお願い致します。

原稿提出締切　2008年4月10日（木）当日消印有効

提出先　〒470-0195　愛知県日進市岩崎町阿良池12　愛知学院大学心身科学部心理学科内　　　日本コミュニティ心理学会第11回大会事務局
電話　0561-73-1111（内線3308,3309）
Fax　0561-73-1142
電子メール　jscp2008@dpc.agu.ac.jp
結果

結果はわかりやすく示しましょう。

図表を使用していただいて構いません。うまく工夫して図表を挿入してください。この際、2段組にこだわる必要はありません。
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考察

考察は論理的に記載しましょう。

引用・参考文献

引用文献とは本文中に引用されている文献のことです。参考文献は必ずしもそうではありません。いずれにせよ、他の研究者が参考にするものですから、その情報で文献の検索と同定が可能なように正確に記載してください。

日本コミュニティ心理学会第１１回大会発表論文集書式（タイトル14ポイント程度、中央寄せ）


愛知花子（愛知学院大学）（発表者名、所属とも12ポイント程度中央寄せ）





図1　提出原稿の2枚の概略図
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